
平成１８年度　材料力学問題２週目

提出日締切１０月２０日午後１時まで、提出場所、中村居室の前のボックス

２—１．授業で行った、図２ —１に示す不静定

はりの問題を、図２—１(a)、図２—１(b)のよう

に、はりに作用する力とモーメントをわけて解

きなさい。

（１）A 点の反力 RA、固定モーメント MA、B

点の反力 RB、固定モーメントMBを求めなさい。

（２）Ｃ点でのたわみ角 iC とたわみ yC を求めな

さい。

２—２．図２—２に示すように、剛体壁に固定

された長さ l の片持ちはりにおいて、自由端 A

点に荷重 P、モーメント Mo が作用し、A 点から

a の位置でばね（ばね係数 k）で支えられている。

（１）B 点での反力 RB、固定モーメント MB、C

点でのばねによる反力を RC とするとき、力とモ

ーメントのつりあいを示しなさい。

（２）C 点でのたわみδC を求めなさい。

（３）ばねの性質から、  RC = kδC 　であること

を利用して、RB、MB、RC を求めなさい。

２—３．図２—３のように、両端を固定された

長さ l のはりの中央に集中荷重 P が作用し、か

つ、単位長さあたり w の均一分布荷重が作用し

ている。

（１）A 点での反力 RA、固定モーメント MA、B

点での反力 RB、固定モーメントを MB とすると

き、これらを用いて力とモーメントの釣り合い

を求めなさい。

（２）左右対称であることを利用して、上記の

値を求めなさい。

（３）C 点での最大たわみを求めなさい。

（４）このはりは     E = 200GPa 、密度    d = 7.8g/cm3の鋼製であり、断面は幅     b = 4cm、高さ    h = 6mmで、長

さは    l = 2mである。均一分布荷重が自重によるものとして、体重 60kg の人が C 点に立ったとき集中荷

重と見なせるものとして、C 点のたわみをもとめなさい。ただし、重力の加速度を    g = 9.8m/s2とする。
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